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″
全
国
民
を
不
安
に
お
と

し
い
れ

て
い
る
の
が
福

島
原
発
の
放
射
能
問
題

で
す
。

原
子
力
政
策
の
転
換

が
必
要
。
札
幌
と
泊
原

発
は
直
線
距
離
に
し
て

６６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

夕
張
か
ら
も
１
０
０
キ
ロ

ち
よ
っ
と
の
距
離
で
、
市

民
に
も
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

国
や
北
電
は
危
険
な

原
発
依
存
を
や
め
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す

べ
き
で
す
。

（
１
）
活
断
層
の
過
小

評
価
を
改
め
る
―
―

積
丹
半
島
の
西
側
海

岸
に
は
地
震
に
よ
る
隆

起
地
形
が
ひ
ろ
く
分
布

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
生

じ
さ
せ
た
原
因
は
ま
ち

が
い
な
く
海
底

下
の
活

断
層
で
す
が
、
北
電
は
そ

れ
を
見
逃
し
て
お
り
、
耐

震
安
全
性
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
北
電
は
大

規
模
な
海
底
活
断
層
を

全

面
的
に
再
調
査
す
べ

き
で
す
。

（
２
）
「
原
発
展
災
」
を

前
提
と
し
た
防
災
対
策

を
確
立
す
る
こ
と
―
―

現
在
の
泊
原
発
の
設

計
で
は
、
今

回
の
福
島

原
発
を
襲

つ
た
震

災
に

は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

泊

原
発
の
施

設
、
非

常
用
シ
ろ
ア
ム
に
つ
い
て
、

緊
急
に
総
点
検
し
、
道

民
に
公
表
す
る
こ
と
。

津
波
の
引
き
潮
対
策
を

抜
本
的
に
確
立
す
べ
き

で
す
。

（
３
）
道

の
防
災
計
画

の
見
直
し

３０

キ

ロ
圏

に
拡
大
を
―
―

今
回
の
福
島
原
発
事

故
で
も
、
現
在

の
避
難

範
囲

１０

キ
ロ
で
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
道
の
防
災

計
画
の
避
難
区
域
を
最

低
で
も

知
一
キ
ロ
ま
で
拡

大
し
て
対
応
す
る
、
ま
た
、

そ
の
た
め
に
弁
護

士
や

専

門
家
、
住

民
を
加
え

た
、
道

民
検

討
委
員
会

と
い
っ
た
も
の
を
設
置
す

べ
き
で
す
。

（
４
）
泊

３
号
機
プ

ル

サ
ー

マ
ル
計
画
は
中
止

を
―
―

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
の
大
量
使
用
、

大
量
流
通
に
踏
み
出
す

と
い
つ
世
界
平
和
へ
の
配

慮
を
欠
い
た
政
策
で
す
。

米

国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

ウ
エ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア

は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
か
ら
撤

退
し
て
い
ま
す
。
泊
３
号

機

（
９‐
　
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
）

の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
は

中
止
す
べ
き
で
す
。

…

日
本

共
産

党

の
提

案

…

原

発

だ

の

み

〃
■
″
Ｌ

安

全

第

　
【

で

見

直

す

00・市民団体●女性団体が安心できる夕張のために活動しています000

ゆうばり再生市民会議

2007年藤倉市長の呼びかけで始まりました。

最初、約40人ほどのメンバーでしたが、現在

20人程度。当初は 3分科会に分かれ、「福祉・

生活分科会」ではおもに『命のバトン』の制作・普

及に取り組み、「観光・文化分科会」では『桜マッ

プ。さくら美術館』づくり、「環境・防犯・交通安全

分科会では『ゴミの分別学習会、ボランティア除

雪、鹿フン捨い、救急車・AED学習会」などを開

催してきました。

その後、全体で「財政破綻について」「産業

廃棄物」「医療と福

祉・高齢者」の学習

会など続けてきました
「ほっと・ゆうばり」

毎月発行・全戸に配

布しています。

夕張メロンと夕張川の水を守る

ゆうばり再生市民会議が09年
8月 に開催した『産業廃棄物学

習会』をきつかけに発足した、地

域の環境を守るための市民団体

です。

クルキに予定された安定型の産

廃埋め立て処分場建設計画に、意見書 106通 、反対署名
8112筆 (市内 5016筆、市外 3096筆 )を知事に提出。
三笠の埋め立て処分場視察、現地での生物調査で絶滅

危惧種の『エゾホトケドジョウ』の生慶、を発見 !

『クルキの大 自然と安定型産業廃棄物処分場の問題点

を考える』住民説明会の開催、『ゴミ弁連シンポジウム 2010i

n夕 張』を「たたかう住民とともにゴミ問題の解決をめざす弁

護士連絡会」と共催しました。

市民運動で廃棄物処分場計画は取り下げられました !

昨年度の「黄色いハンカチ基金」の助成を受けています。

市民ネットワータ

もぜひご覧ください。HP http:ゎub.nejpな リュlbari/*日 本共産党夕張市委員会 e― メール jc/1D・ pbaFi@gmdl.com
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めくもιlコンサートで

東日査 大量 資の壼金o爵え

3月 27日 午後 1時より千代田 25番地の

ファイヴ“ペニーズで、ライヴ演奏会がありま

した。岩見沢教育大学院生の山本真平 (ピ

アニスト)さんが「音のパレット～ピアノ音楽

の魅力」と銘打つて、今年生誕200年 を迎

える「ピアノ史上の大巨人」リストと同時代に

活躍した「ピアノの詩人」ショバンの作品を中

心に演奏しました。この演奏に先立ってマス

ターの大崎雅志さんが「東北に多くの友人

や親威があり、被災された方々のために何

かできることをしたい。このコンサートが続く

中から義援金を送りたいので皆様のご協力

をいただきたい」と、呼びかけました。

第 10回コンサート 9日 (金 )午後1時から

『春風の香り～

トロンポーンと

ビアノの響き」

と題して

開催されます。
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夕張の歴史と文化を学ぶ会

ゆうばり再生市民会議のメンバーと「夕張を学ぶ会」のメンバ

Tとのプロジェクトです。
2010年 11月 に発足。今年 1月 には、第 1回 フォーラム『守

れ !石炭博物館』を、3月 には第2回 フォーラム『語り部2人 に

聞く 私が坑内で働いていたころ』を

開催。 第3回 日は、5月 22日 (日 )

「坑 口めぐり」を予定しています。

今年度上期の「黄色いハンカチ

基金」で、「炭鉱語り部の記録」活動
の予算が申請通り助成となりました。

新日本婦人の会 夕張支部

☆核戦争の危険から女性と子供の生命を守ります

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻上します

☆生活の向上、女性の権利、子どもの幸せのために力を合わ

せます

☆ 日本の独立と民主主義、女性の解放をかちとります

☆世界の女性と手をつなぎ永遠の平和をうちたてます

以上の5点 が新 日本婦人の会の目的です。

夕張支部では、財政破たん以後、暮らしを守るための市長要

請を重ねてきました。

若いお母さんたちとの交流会も実施 し、要望などから「福祉

灯油」「妊産 婦検診 の 5回 無料

化」「妊産婦検診 14回無料化」
「若菜の老人福社会館でも学童

保育実施」「小児肺炎球菌フクチ

ン・ヒブフクチンの無料化」「子宮

頸がんワクチンの一部無料化」等

の成果を上げてきました。

「国
会
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

大
門

実
紀
史

「共
産
党
議
員
だ
か
ら
こ
そ
」

東
日
本
大
震
災
か
ら

一
カ
月
。

こ
の
間
、
被
災
地

の
皆
さ
ん

の
要
求
を
国
会
で
と
り
あ
げ
、
農
家

の
損
害
に
対
す
る
立
替
え

払
い
や
災
害
で
職
を
失

っ
た
労
働
者

へ
の
失
業
給
付

の
特
例
な

ど
、
具
体
的
な
施
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
き

続
き
被
災
地
支
援

の
た
め
に
全
力
で
と
り
く
み
ま
す
。

壊
滅
的
な
被
害
を
う
け
た
三
陸

の
町
々
で
は
、
共
産
党

の
地

方
議
員

の
み
な
さ
ん
が
、
自
ら
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
避

難
所

の
方

々
の
お
世
話
や
生
活
物
資

の
支
給
、
ま
た
住
民
と
役

所
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
日
夜
、
献
身
的
に
働

い
て
い
ま

す
。福

島
県
南
相
馬
市
議

の
渡
部
寛

一
さ
ん
の
自
宅
は
福
島
第

一

原
発
か
ら

２０
キ

ロ
圏
内

（
避
難
指
示
区
域
）
渡
部
さ
ん
は
車
に

毛
布
を
持
ち
込
ん
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
燃
料

の
供
給
を
は

じ
め
住
民
の
生
活
支
援
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
家
も
車
も
津
波

に
流
さ
れ
た
岩
手
県
大
船
渡
市
議

の
滝
田
松
男
さ
ん
は
、
家
族

全
員
で
お
寺

の
避
難
所
に
暮
し
な
が
ら
、
漁
業
関
係
者

の
相
談

に
駆
け
回

っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
石
巻
市
議

の
庄
司
慈
明
さ
ん

は
小
学
校
に
あ
る
避
難
所
の
対
策
本
部
長
と
し
て
、
被
災
者

の

医
療
や
心

の
ケ
ア
に
全
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
他
に
も
た
く
さ

ん
の
わ
が
党

の
地
方
議
員
が
被
災
地
で
大
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

極
限
状
況
に
あ

つ
て
も
、
住
民
の
苦
し
み
に
心
を
痛
め
、
そ

の
解
決

の
た
め
に
全
力
を

つ
く
す
―
共
産
党
議
員
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
だ
と
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
身
体
だ
け

は
こ
わ
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

被
災
地

の
同
志
た
ち

に
最
大

の
激
励
と
な

る
の
は
、
地
方

選

・
後
半
戦
で
わ
が
党

の
議
席
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
心
ひ
と

つ
に
が
ん
ば
り
ぬ
き
ま
し
よ
う
。
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